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の斜め流路部の流路角の角度を，30 °（機体搭載用 Flightモデル），45 °，60 °及び 90 °とし
た 4つのモデルについて風洞試験を行った． 2015年度はその試験研究結果を元に，斜め流路部




図 1 インテーク風洞試験供試体モデル 左：60 °改良モデル 右：45 °改良モデル 
 
２－２．風洞試験設備 
風洞試験は，平成 27年 8月 3日から 7日にかけて，JAXA宇宙科学研究本部の高速気流総合試
験設備で実施した．気流マッハ数条件は，固定マッハ数試験では 1.3，マッハスイープ試験では，
マッハ 0.7から 1.3まで連続的に変化させた．図 2は JAXA/ISASにおける風洞試験の準備作業と











図 3 超音速インテークダクトの空力性能    図 4 風洞試験のシュリーレン画像 
 
図 4には今回の風洞試験のシュリーレン映像を示した．インテークのランプから衝撃波が発生し
ていることが分かる．図 5 に今回の風洞試験で用いたインテークダクトモデルの試験結果と CFD
解析の比較を示す． 
  
図 5 風洞試験結果と CFD 解析の比較 左：45 °モデル 右：60 °モデル 
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CFD 解析には，ANSYS Fluent を用い，乱流モデルには Spalart Allmarasモデルを適用した．図 5
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